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１� 研究の内容� �

（１）これまでの研究�

本校算数部では，"#$%～"#$&年度の４年間，『自分事の算数』を下記のように捉え，それをテーマに

研究を進めてきた。!
!
!
!
昨年度から，この『自分事の算数』を「数学的コミュニケーション」との関係から考え，『自分事の算

数』における数学的コミュニケーションの役割や意味を考えてきた。本研究では，「『自分事の算数』に

おける数学的コミュニケーション」を，「授業で扱われる課題や問題を，子どもたち自身が自分事として

乗り越えていこうとするときに起こる，式や図などを使ったコミュニケーション」と捉えている。!

昨年度の研究では，数学的コミュニケーションを通して学びが自分事になっていくことがわかった。

ある場面では，数学的コミュニケーションの中で，異なる他者に触発されて思考したり，新たな問いが

芽生えて自己を更新したりする姿が見られ，それはまさに自分事と言る。さらに，課題に向かって自分

の考えや他者の考えの共通点やズレを顕在化することで，数学的コミュニケーションが活性化し，再度

自分（たち）の考えをよりよいものへと高めていこうとする姿も見られた。!
今年度も引き続き，数学的コミュニケーションの働きについて実践を通して考察していく。!

（２）今年度の研究��

今年度は，数学的コミュニケーションに見られる子どもたちの様相として，以下の２点に着目した。�

対象（モノ）との対話� ―具体と抽象の往還―�

� 他者との対話だけではなく，「式や図など」に包含された「対象（モノ）との対話」に着目する。!
実践事例として示す４年「四角形」の授業では，導入で対象（モノ）を出発点に，さまざまな見方で

ていねいに観察することや描画・作図することなどを通してその捉えを豊かにしていく。その後，お互

いのイメージを共有することによりズレが顕在化するが，数学的コミュニケーションを通すことでそれ

ぞれがもつ感覚的で曖昧なイメージやことばなどが捨象され，辺や角などの構成要素などに着目しなが

ら四角形という「図形」として抽象化・一般化されていく。!
このような「①対象との対話を通して見方や見え方がより豊かにしていく具体をもとにした学び」と，

「②観点を定めたり見方を絞ったりすることで，そこに共通する要素を見つけ，概念や法則をみとる抽

象化・一般化する学び」は算数においてとても重要である。そしてよりよい②の学びのためには①がど

れだけ充実しているかが肝要であり，他者との対話だけでなく，対象（モノ）と対話していくことで概

念を形成したり再構築したりしていくことがわかった。つまり，数学的コミュニケーションを介して，

①（具体）と②（抽象）の学びが往還していくことで認知がより深まっていくのである。!
批判的思考（クリティカルシンキング）�

楠見������は，批判的思考（クリティカルシンキング）を「第１に，証拠に基づく論理的で偏りのな

い思考である。第２に，自分の思考過程を意識的に吟味する省察的（リフレクティブ）で熟慮的思考で

ある。そして，第３に，より良い思考を行うために目標や文脈に応じて実行される目標指向的な思考であ

る。」���としている。このような捉えをもとに，一昨年度の３年「分け方を考えよう」（久下谷，����）���

の実践をふり返る。本実践では，��本のさつまいもを４人に渡すときの分け方について考えていく。

子どもたちはただ機械的に「��÷４」として分けるのではなく，この「��÷４」という数理的に処理さ

れたことをもとにして，さつまいもの大きさや重さ，形などの観点から，目的に合わせて何に着目する

のか，何を同じとするとよいのかを意識して，“等しく分ける”ことを考えていった。�

算数部会!
『自分事の算数』における数学的コミュニケーション（２年次）!

㸯ࡢ✲◊ࠉෆᐜ
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㸦㸰㸧ᖺᗘࡢ◊✲

「問題に主体的に関わり，よりよいものを求めて自分の考えを吟味し，責任をもって思考し続けてい

く」学びが展開されていく時，学んでいる算数が自分事になっていると言える。そして，このような

学びを『自分事の算数』とする。
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Ᏻᚰして㆟論できる✵間（�）において数学的コミュニケーションを通して互いのいや考えを⫈き合

い，その分け方が問題場面や≧ἣに㐺しているのか問うたり，ホ౯・ゎ㔘したりしてよりよい分け方を

㏣究していくことで，学びがより自分事になっていったのだと考える。またこれらのことが，感覚的に

話されていくものではなく，生活⤒㦂や᪤⩦に基づいて，「何がしたいのか」「どうするとよいのか」に

ᡠって᮲௳ᩚ理したり，「何を拠りᡤに話されているのか」という๓ᥦの☜認・共有をしたりすることも

大ษになる。

このような，数学的᰿拠に基づく論理的思考と，自分（たち）の思考や思考のࢫࢭࣟࣉを吟味してい

くෆ省的思考（メࢱ認知）から構成された批判的思考は，算数の学びや活ືをよりよくしていくために

Ḟかせないỗ⏝的ࢫキルである。『自分事の算数』における数学的コミュニケーションを通してከく発

され，ᾰ㣴されていくものだと考え，着目していく。

（㸱）体テー࣐『学ࡴ࠶ࢆࡧ』との㛵㐃

研究題である『学びをあࡴ』とは，「自分の思いを大ษにして，様ࠎなࡦと・もの・ことと関わりな

がら新たなものをり出し，自己を更新すること」。また「そのような学びのࢫࢭࣟࣉにおいて「自分は

何をしたいのか」「何を学ࢇだのか」「何を実⌧したいのか」などとᨵめて問い，“てつがく”することを

通して，ᚲ要に応じて学びをあみ┤しながら☜かなものへとしていきたいと考えている」としている。

本研究における，数学的コミュニケーションを通して異なる他者の見方・考え方に触れて重なりやズレ

を感じたり，ಶのふり返りのなかで自己ෆ対話したりしながら自己の学びを更新しようとする姿は，ま

さに『学びをあࡴ』姿といえる。

（㸲）ษに࠸ࡓࡋ㈨㉁࣭⬟ຊ㸫࣓ࢱㄆ▱ࢫキルࡸ♫会ព的ࢫキルࡽの᳨ウ

これまでの本校算数部の実践から見とった算数ならではの大ษにしたい㈨㉁・⬟ຊを⾲の中ᚰにᤣえ

（ኴᯟ），それをᨭえるᩍ⛉ᶓ᩿的でỗ⏝的なメࢱ認知ࢫキルや♫意的ࢫキルを捉えたものである。

今後も実践や研究を通して更新していく。

表⇝⇌ 『自分事の算数』における数学的コミュニケーションを通して育むメタ認知スキル，社会情意的スキル

メタ認知スキル� � � � � � � � � � � 社会情意的スキル� � �

個による

学び

協働的な

学び

２ ᤵᴗᐇ㊶ࡳࡽるᏊࡶのጼ

（１）➨㸱学年 『こࡃと㛫のồࡵ᪉』㸪『㛗ࡶ࠸のの㛗ࡉの ࡾ᪉と⾲ࡋ᪉』

ձ༢ඖに࡚࠸ࡘ

ϸ題ᮦ「フミリーの⛣ືィ画を❧てよう」について

校እ学⩦として『ᅜႠ 記念බᅬ』に行く。༗๓中の活ືでは，ᆅ図"の༡にある「す❧ᕝཱྀ」（ۼ）

からすにある「こどもの᳃」入ཱྀ（ۼ）まで，⛣ືィ画（ルーࢺ，❧ちᐤる場ᡤとその間）をもと

に，フミリー（ᩍᐊのᗙᖍでỴまる３～４人の⌜）ࡈとに⛣ືし，「こどもの᳃」で㐟ࡪ。本実践では，

! ᆅ図は，ᅜႠ記念බᅬබ式 H.P.(showakinen-koen.jp)より「記念බᅬマࣉࢵ」を࢘ࢲンࣟーࢻして使⏝した。

素┤さ

ഴ⫈する㸭⫈くからだ

抽象化・一般化して考える

自分（たち）の学びを見つめる・

ふり返る

自分のいまを知る

౯್観を見つめる

やってみる

ᕳき㎸まれる

ᐤりῧう

おもしࢁがる

一⥴に引っかかる

⢓りᙉく考える・かかわる

問いから㏨ࡆない㸭↓どしない

・᪤⩦をもとにして新たな概念をり出す

・吟味し，よりよくする㸭┿理を㏣究する

・さまざまな考えのよさや౯್を見つめる

・問いが新たな問いを生ࡴ

・数理的処理，数学的な⾲⌧のよさを感ᚓする

・目的や≧ἣに合ったࢹーࢱ（ሗ）を活⏝する

・๓ᥦを☜認する

・᰿拠を᫂らかにする

・例をᣲࡆる

・㞟合を使って考える

ẚ㍑することで同じ・㐪いにẼづく

「わかっていること」と「わからないこ

と」がわかる

合意形成を図る

ズレをᴦしࡴ

批判的に考える見通しをもってྲྀり⤌ࡴ
数学的

コミュニケーション

を通して

㸦㸱㸧య࣐࣮ࠗࢸ学びをあむ࠘ࡢ㛵㐃

㸦㸲㸧ษ࠸ࡓࡋ㈨㉁࣭⬟ຊ㸫࣓ࢱㄆ▱ࡸࣝ࢟ࢫ♫ពⓗ᳨ࡢࡽࣝ࢟ࢫウ

１　地図は，国営昭和記念公園公式 H.P.(showakinen-koen.jp) より「昭和記念公園マップ」をダウンロードして使用した。
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㸰ࠉᤵᴗᐇ㊶ࡿࡳࡽᏊࡢࡶጼ

㸦㸯㸧➨㸱学ᖺࠗࠉ ࡃࡇ㛫ࡢồࡵ᪉ 㸪࠘ࠗ 㛗ࡢࡢࡶ࠸㛗ࡾ ࡢࡉ᪉ࡋ⾲᪉࠘
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下記の᮲௳のもと，「こどもの᳃」までの⛣ືィ画を，フ

ミリーで❧てる課題にྲྀり⤌ࡴ。

ȷžᙱᇌ߷ӝſᲢ��ЈႆʖܭᲣƔǒžƜƲǋƷౕſǇưᆆѣ

ƠᲦƦƜưᢂǜƩࢸᲦžƜƲǋƷౕſЈႆᲢ��ᲣǇưƷᲬ

᧓ǛȕǡȟȪȸưѣƢるŵ

ȷžƜƲǋƷౕſǇưƷᆆѣƷᨥにᲦᡦɶᲦžǤȁȧǦɳஙſᲦ

žଐஜטࡊſᲦžȏȸȖטſᲦžȈȳȜƷעſᲦžƜǋǕびƷſ

なƲによるƜƱǋӧƱƢるŵ

ȷžƜƲǋƷౕſƷПბЦƸᲦ��  �� Ў᳸��  �� Ў

ǇưƷ �� Ў᧓ƱƢるŵᲢなƓᲦƜƷ᧓にƭƍƯƸᲦžྸ

ưƸなƍƔſƱƍƬƨ٣ƕƋƕるƜƱƕʖेƞǕるŵᚘဒǛ

ᇌƯƯƍƘɶưᲦᩊƠƍƱЎƔƬƨᨥにƸᲦႻᛩǋӧƱƢる

ƜƱǛˡƑるよƏにƠƨƍŵᲣ

本実践では，それぞれのᕼᮃをもとに❧ちᐤる場ᡤやル

ーࢺをỴめることにຍえ，間的᮲௳を考慮し，⛣ືの

間や❧ちᐤる場ᡤでの見学間を㋃まえて⛣ືィ画を考

えるᚲ要がある。その㝿，一定の㊥㞳をṌくのにかかる

間やルーࢺの㛗さ（㐨のり）をもとに，⛣ື間を考えな

がら，フミリーのⓙが⣡ᚓする⛣ືィ画を❧てていける

ようにしたい。

Ϲ༢ඖィ画（㸶間）! 㸨͐授業の一部を࢜ࢹࣅබ㛤

本実践では，⛣ືィ画を考えるために，何がᚲ要かをまࡎは考え，それをもとに，学⩦を進めていくことによっ

て，学びを自分事として捉え，目的をもって活ືにྲྀり⤌めるようにしていきたい。そして，その過程では，実㝿

に 定した⤖ᯝや数理的に処理してᚓたࢹーࢱもとに，自分たちの⛣ືィ画を❧てたり，示されたものに対して

問をもち，᳨ウしたりするྲྀり⤌みを大ษにしていく。このような活ືを通して， 定の⤖ᯝをふり返り，数理的

に処理していくことのよさを感ᚓするとともに，㔞とその 定を᪥ᖖ生活に活⏝する姿ໃを⫱ࢇでいければと考え

る。

! なお，本実践をᩍ⛉᭩に対応させると『こくと間のもとめ方』や『㛗いものの㛗さのはかり方と⾲し方（㛗い㛗さ

の༢）』に対応する。ୖ記の学⩦の๓には， 定方法の理ゎや 定を通して㔞感覚を⫱ࢇでいくために，ᮅ活ືの間

やಶࠎにྲྀり⤌ࡴ間で，ḟのような活ືにྲྀり⤌ࢇでいる。

１分より▷い間の⾲し方やィり方について，ィの㔪のືきを見ながら，⛊㔪が１目もり進ࡴこととࢵ࢛࢘ࣉࢵࢺࢫ

に，Ỵめられた間になったらᡭをあࡎレンジ”（ィを見ࣕࢳ（１分）⛊ࠐ“，の⾲示を対応させて１⛊を☜認した後ࢳ

だり，下㥏⟽から自分のᖍまでの間をண してからṌいてィったりする。また，"#$%や１㹫のものࢇ⤌る）にྲྀりࡆ

さしでは㛗いものの㛗さを る㝿には大ኚであることからᕳᑻを⏝意し，実㝿にᩍᐊ๓の࣡ークの㛗さや下㥏⟽にある

ᰕのまわりの㛗さ，ㄪてみたい場ᡤの㛗さについて，見ᙜをつけてから る。

ᅗ１㸸ࠕグᛕබᅬࣉࢵ࣐ のࡶࡓࡋ㓄⏝にຍᕤࠖࢆ

žƜƲǋƷౕſλӝ

žᙱᇌ߷ӝſ

下記の᮲௳のもと，「こどもの᳃」までの⛣ືィ画を，フ

ミリーで❧てる課題にྲྀり⤌ࡴ。

ȷžᙱᇌ߷ӝſᲢ��ЈႆʖܭᲣƔǒžƜƲǋƷౕſǇưᆆѣ

ƠᲦƦƜưᢂǜƩࢸᲦžƜƲǋƷౕſЈႆᲢ��ᲣǇưƷᲬ

᧓ǛȕǡȟȪȸưѣƢるŵ

ȷžƜƲǋƷౕſǇưƷᆆѣƷᨥにᲦᡦɶᲦžǤȁȧǦɳஙſᲦ

žଐஜטࡊſᲦžȏȸȖטſᲦžȈȳȜƷעſᲦžƜǋǕびƷſ

なƲによるƜƱǋӧƱƢるŵ

ȷžƜƲǋƷౕſƷПბЦƸᲦ��  �� Ў᳸��  �� Ў

ǇưƷ �� Ў᧓ƱƢるŵᲢなƓᲦƜƷ᧓にƭƍƯƸᲦžྸ

ưƸなƍƔſƱƍƬƨ٣ƕƋƕるƜƱƕʖेƞǕるŵᚘဒǛ

ᇌƯƯƍƘɶưᲦᩊƠƍƱЎƔƬƨᨥにƸᲦႻᛩǋӧƱƢる

ƜƱǛˡƑるよƏにƠƨƍŵᲣ

本実践では，それぞれのᕼᮃをもとに❧ちᐤる場ᡤやル

ーࢺをỴめることにຍえ，間的᮲௳を考慮し，⛣ືの

間や❧ちᐤる場ᡤでの見学間を㋃まえて⛣ືィ画を考

えるᚲ要がある。その㝿，一定の㊥㞳をṌくのにかかる

間やルーࢺの㛗さ（㐨のり）をもとに，⛣ື間を考えな

がら，フミリーのⓙが⣡ᚓする⛣ືィ画を❧てていける

ようにしたい。

Ϲ༢ඖィ画（㸶間）! 㸨͐授業の一部を࢜ࢹࣅබ㛤

本実践では，⛣ືィ画を考えるために，何がᚲ要かをまࡎは考え，それをもとに，学⩦を進めていくことによっ

て，学びを自分事として捉え，目的をもって活ືにྲྀり⤌めるようにしていきたい。そして，その過程では，実㝿

に 定した⤖ᯝや数理的に処理してᚓたࢹーࢱもとに，自分たちの⛣ືィ画を❧てたり，示されたものに対して

問をもち，᳨ウしたりするྲྀり⤌みを大ษにしていく。このような活ືを通して， 定の⤖ᯝをふり返り，数理的

に処理していくことのよさを感ᚓするとともに，㔞とその 定を᪥ᖖ生活に活⏝する姿ໃを⫱ࢇでいければと考え

る。

! なお，本実践をᩍ⛉᭩に対応させると『こくと間のもとめ方』や『㛗いものの㛗さのはかり方と⾲し方（㛗い㛗さ

の༢）』に対応する。ୖ記の学⩦の๓には， 定方法の理ゎや 定を通して㔞感覚を⫱ࢇでいくために，ᮅ活ືの間

やಶࠎにྲྀり⤌ࡴ間で，ḟのような活ືにྲྀり⤌ࢇでいる。

１分より▷い間の⾲し方やィり方について，ィの㔪のືきを見ながら，⛊㔪が１目もり進ࡴこととࢵ࢛࢘ࣉࢵࢺࢫ

に，Ỵめられた間になったらᡭをあࡎレンジ”（ィを見ࣕࢳ（１分）⛊ࠐ“，の⾲示を対応させて１⛊を☜認した後ࢳ

だり，下㥏⟽から自分のᖍまでの間をண してからṌいてィったりする。また，"#$%や１㹫のものࢇ⤌る）にྲྀりࡆ

さしでは㛗いものの㛗さを る㝿には大ኚであることからᕳᑻを⏝意し，実㝿にᩍᐊ๓の࣡ークの㛗さや下㥏⟽にある

ᰕのまわりの㛗さ，ㄪてみたい場ᡤの㛗さについて，見ᙜをつけてから る。

ᅗ１㸸ࠕグᛕබᅬࣉࢵ࣐ のࡶࡓࡋ㓄⏝にຍᕤࠖࢆ

žƜƲǋƷౕſλӝ

žᙱᇌ߷ӝſ
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ղᤵᴗのᐇ㝿

ϸ第２ フミリー活ືのィ画を❧てるために“考えることやᚲ要なこと”を考える

第２では，༗๓中のフミリー活ືのイメージを共有し

た後，“（⛣ື）ィ画を❧てるために，考えることやᚲ要なこと”

を考えていった。やりとりを通して，「⛣ື間」という意見

が出されると，$ඣは，㓄された記念බᅬのᆅ図を見せ

ながら，「わかるよ，これで。」

と言い，ᆅ図に示された“%&&㹫
⣙３分”（図２）をⓙにఏえた。

これに対し，図３のように，あ

る子が「でも大人の㊊じࡷな

い㸽」と問をᢞࡆかけ，それ

をきっかけに，「（子どもだと）

２ಸ㏆くかかる」や「１'㸳ಸ」

ではないかといった問が出さ

れた。ຍえて，大人と子どもでは「ᖜがちがう」と指する子もおり，ḟにおいて，%&&㹫Ṍくのに自

分たちでは何分かかるのかを，%&&㹫を り，実㝿にṌいて間をィってㄪることとした。

また，ィ画を❧てるためには，⛣ື間にຍえて，見学

間やఇ᠁間も考えるᚲ要があることや，⛣ື間を考える

ためには，㐨の㛗さもᚲ要であることが出された。なお，㐨

の㛗さを「㐨のり」とࡪことや「きࡻり」との㐪いについ

てはここで☜認した。᭱後に，ḟ以㝆に考えていくことを

☜認した。

第３では，メンࣂーの考えやᕼᮃを⫈いて「す❧ᕝཱྀ」

から「こどもの᳃」までのルーࢺをフミリーで考えること

にྲྀり⤌ࢇだ。そして，その後，「（校ᗞの）グリーン࣋ルࢺ

１࿘ %&&㹫」であるかを☜認し，自分㐩のṌく㏿さ（%&&㹫Ṍくのにかかる間）をㄪた。

第４には，㐨のりが入ったᆅ図をもとに，自分たちのルーࢺの㐨のりをồめることも行った。

Ϲ第㸳 “%&&㹫Ṍくのにかかる間”と“㐨のり”から ⛣ື間をồめる方法を考える� � �

第㸳では，ྑの場合（問題）を例に，Ṍく㏿

さ（%&&㹫Ṍくのにかかる間）と㐨のりから，

⛣ື間をồめる方法について，ⓙで考えていく

間をとった。第４の点で，%&&㹫Ṍくのに

かかる間と㐨のりから，ィ算をして⛣ື間を

出しているフミリー（子ども）もおり，“%&&㹫Ṍくのにかかる間”と“㐨のり”から，“⛣ື

間”をồめようとすることは自↛なὶれと考えた。

┿１㸸➨２のᯈ᭩グ㘓

ᅗ２㸸ᆅᅗに♧ࡉれࡓ���㹫⣙㸱分の⾲♧

┿２㸸ᕥ͐ ື⛣ミリーでࣇ ルーࢆࢺ考࠼る

� � � ྑ͐ るㄪࢆミリーで���㹫ఱ分ࣇ

���OഩƘƷに ᲭЎ��ᅺƔƔǓǇƢŵ

����᳧ഩƘƷに ƔƔる᧓ǛǋƱǊよƏᲛ

ᅗ㸱㸸͆ ���㹫⣙㸱分͇に࡚࠸ࡘのࡾࡸとࡾ

┿㸯ࠉ➨㸰ࡢᯈ᭩グ㘓
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┿㸰ࠉᕥ͐ࢺ࣮ࣝື⛣࡛࣮࣑ࣜࣇを⪃ࡿ࠼

ࡿをㄪ���㹫ఱศ࡛࣮࣑ࣜࣇ͐ྑ��ࠉࠉࠉ
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しかしながら，“$%%&３分 '%⛊，(%%&㸵分，)%%㹫*%分 '%⛊，͐”といった⣼ຍのような考え方

ではなく，かけ算を⏝いてィ算で⛣ື間をồめることには，３年生の子どもたちにとって㞴しさがあ

る。ただ，ᚲ要感のある中では，᪤⩦ෆᐜや生活⤒㦂をもとに，何とかゎỴしていくことができるので

はないか，そして，その過程におい

て，２つの数㔞（㐨のりと間）の

関係について考えたり，２つの数㔞

からィ算によって⛣ື間をồめら

れるというよさに触れたりすること

ができるのではないかと考え，ⓙで

考えていくこととした。

授業では，まࡎは，図４のように，

㛗さが㸳ಸになればかかる間も㸳

ಸになることを☜認していった。その後，３分 '%⛊�㸳のィ算方法について

考え，ここでは“分のまま”ィ算する方法についてⓙで共有した。その㝿，“'%
⛊�㸳㸻*"%⛊”を分に┤す方法について，１分+)%⛊であることを⏝いて，

「)%�１㸻)%，)%�２㸻*$%，だから )%⛊が２こ（２分）と '%⛊ṧる」の

ようにㄝ᫂する姿や，┿４のように，図を⏝いて「（'%⛊）２ಶで１分。４

ಶで２分。それで，あと，ṧりの１ಶの '%⛊がṧっているので，２分㸩'%⛊
で２分 '%⛊。で，*"分㸩２分 '%⛊で，*,分 '%⛊。」のように考えをㄝ᫂

していく姿も見られた。

Ϻ第㸴 “「こどもの᳃」までにかかる間”から“฿着้ �� �� 分～��  �� 分”を᳨ウする

第㸴では，๓の学⩦をもとに⛣ື間をồめた。そし

て，図㸳のように，⛣ື間，見学間，ఇ᠁間を合わせ

て，“「こどもの᳃」までかかる間”を出した。その過程で

は，例えば，３フミリーのように，間がかかることから，

自分たちの❧ちᐤりたい場ᡤやルーࢺはኚえࡎに，Ṍく࣌ー

も見られた。また，㸳ࣉを㏿くして考えようとするグルーࢫ

フミリーのように，“���㹫２分”と“㐨のり ����㹫”か

ら，⛣ື間を ��分と出し，その理⏤として，「࣌ーࢫが㏿

すࡂるから，㏵中で⑂れちࡷって㐜くなった場合」を考えて

ィ算よりもᑡしవ分に間をとり，かつ，「ఇ᠁をከく」す

るとこࢁもあった。なお，図㸳を見ると，１フミリーがṌく㏿さを４分 ��⛊から３分へとኚ更してい

る。これは，第３に自分たちのṌく㏿さをㄪた㝿に，���㹫がおよそ �分 �� ⛊になったが，他のフ

があまりにも㐜いのではなࢫー࣌て間が㐜いことから，ィり間㐪いではないか，Ṍくミリーにẚ

┿㸲㸸��⛊�㸳のィ算

の᪉ࢆㄝ᫂ࡍるᵝᏊ

ᅗ㸲㸸㛗ࡀࡉ㸳ಸに࡞れࡤ㸪る㛫ࡶ㸳ಸに࡞ることࢆ☜ㄆ

┿㸱㸸➨㸳のᯈ᭩グ㘓

ᅗ㸳㸸ࣇミリーࡈとのこࡶの᳃までにる㛫
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┿㸱ࠉ➨㸳ࡢᯈ᭩グ㘓

ᅗ㸲ࠉ㛗ࡀࡉ㸳ಸࡤࢀ࡞㸪ࡿ㛫ࡶ㸳ಸࡇࡿ࡞を☜ㄆ

┿㸲ࠉ��⛊�㸳ࡢィ⟬

ᵝᏊࡿࡍ᪉をㄝ᫂ࡢࠉ

ᅗ㸳ࡢࡶࡇࡢࡈ࣮࣑ࣜࣇࠉ᳃ࡿ࡛ࡲ㛫
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いかとᏳになり，第４の㏵中で

ィりなおしに行き，ಟṇしたもので

ある。

本の᭱後には，“「こどもの᳃」

までかかる間”をもとに，もとも

とᩍᖌがタ定していた“฿着間 ��

 �� 分～�� �� 分”を᳨ウした。

) ඣのᥦをもとに，図㸴のやりと

りを通して，฿着間を ��  �� 分

～�� 分へとኚ更した。なお，) ඣは，

㏵中のやりとりの中で，「ちࡻっと

㌿ࢇじࡷったり」するかもしれいか

ら，タ定間は「ከめに」（㐜めに）

考えた方がよいと発言している。

ճ考ᐹ

授業の実㝿としてྲྀりୖࡆた第２では，フミリー活ືのィ画を❧てるために，“考えるきことや

ᚲ要なこと”をまࡎは考え，目的をもち，見通しをもちながら一㐃の活ືにྲྀり⤌めるようにしていっ

た。また，その㝿，“$%%㹫⣙３分”という⾲示に対し，２ಸや &'(ಸかかるのではないかという問か

ら，学びを自分事として捉えながら，実㝿に る（ィる）という活ືへと⧅がっていた。そして，一㐃

の活ືを通して，子どもたちはᚲ要なࢹーࢱを㞟め，ルーࢺや⛣ື間を考慮して⛣ືィ画を❧ててい

った。また，ᩍᖌのタ定した฿着間に対しても，導き出した間をもとにኚ更していった。このよう

に，実㝿に 定した⤖ᯝや数理的に処理してᚓたࢹーࢱもとに，考えを出しあいながら，自分たちの活

ືィ画を❧てたり，示されたものに対して批判的に᳨ウして見┤したりしていくことは， 定の⤖ᯝを

もとにして数理的に処理して考えていくことのよさに触れ，生活に活⏝していくែ度を⫱ࢇでいくこと

に⧅がると考える。一方で，実践をふり返ると，例えば，グリーン࣋ル１ࢺ࿘が $%%㹫であるかを☜か

める㝿に，そのィჾをᩍᖌの方からᥦ示してしまっている。そうではなく，やりとりを通して“グリー

ン࣋ル１ࢺ࿘が $%%㹫であることを☜かめるにはどのようにㄪればよいか㸽”という問いを❧て，そ

の方法を考え，ヨ行㘒ㄗしながらᕤኵしていくࢫࢭࣟࣉが大ษであった。ゎỴしたいものに対して，“何

とかしたい”という思いのもと，自分たちで問いを❧て，互いの考えを⫈きあったり，目の๓の問題と

じっくり対話したりしながら問題ゎỴを行っていく，このような場面をもっと大ษにしていくきであ

ったと，実践をᨵめてふり返りながら考えている。

（２）㸲年⏕のᐇ㊶ 『ᅄゅᙧ』

①༢ඖについて

ϸ題ᮦについて

４年生の図形の学⩦では，四角形の構成要素や⨨関係に着目し，図形をᘚูしたり作図したりして

いくことがねらいとなっている。３年生では，୕角形について辺の㛗さや角の大きさが等しいことを身

㏆な୕角形の観察や性㉁から考えていくことを行ってきた。≉にこの学年の子どもたちは，図形につい

て自分の生活の中からの感覚や⤒㦂から図形を定⩏してきた。その⤒㦂を大事にして，今ᅇはさらに身

㏆な図形「四角形」について考え，自分（たち）の四角形に対するイメージや知っていることを出し合

いつなࡆていき，自分たちの学⩦課題を❧て，見通しをもち学⩦を進めていくことをᮇᚅしている。

本実践では，４年生の図形㡿ᇦの学⩦を⥲合的にまとめて扱うものとした。ࡺえに，「角」「ᖹ行・ᆶ

┤」などについて体で学⩦しているものではない。また，四角形についても子どもたちがྡ⛠を⤒㦂

の中から知っていることがあるということを๓ᥦとしている。そのような自分の体㦂や⤒㦂からの知識

の共有からズレを言ⴥや対話を通して顕在化させることを大ษにするために「学⩦ィ画を❧てる」とい

うめあてのඖでの導入の & 間目を⨨づけている。「四角形」という言ⴥから子どもたちがᣢってい

ᅗ㸴㸸฿╔㛫 ��  �� 分㹼��  �� 分に᳨࡚࠸ࡘウࡍる

ճ⪃ᐹ

㸦㸰㸧㸲ᖺ⏕ࡢᐇ㊶ࠗࠉ ᅄゅᙧ࠘

ձ༢ඖ࡚࠸ࡘ
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┿㸳 ┿㸴

るイメージや⤒㦂・知識を出し合いマࣆࢵングしていく。できたマࣉࢵから子どもたちとどのように学

⩦を進めていくか考えることで，「自分㐩のኌが自分㐩の学⩦になる」という実感をもたせられると考えた。

Ϲ学⩦ィ画

・学⩦ィ画を❧てる（１間）͐本 ・学⩦にྲྀり⤌ࡴ（��間） ・学⩦をふり返る（２間）� �

②授業の実㝿

ϸ学⩦ィ画を❧てる͐授業の一部を࢜ࢹࣅබ㛤

「四角形」という言ⴥから自分ᣢっているイメージを出し合いイメージマࣉࢵにまとめ，いくつかの

問やキー࣡ーࢻを抽出し学⩦ィ画を❧てていった。授業者は，࣡࣍イ࣎ࢺーࢻに子どもたちから出さ

れたことをᑡしࡎつ分㢮しながらᯈ᭩していった。四角形という言ⴥを中ᚰに，ᕥഃに構成要素・┿ࢇ

中に四角形のྡ๓・ྑഃに身㏆なとこࢁにある四角形というカテࢦリーでど角化することを意図して᭩

いた。ここでは，「いࢁい

な四角形のྡ๓は知っࢁ

ているが，はっきりきめら

れないものについてはっ

きりさせる」ということか

らキー࣡ーࢻを作った。

Ϲ ᮲௳を考える

๓で考えた学⩦ィ画にἢって学⩦がጞまった。๓に「᮲௳」として共通理ゎしていたのは，構成

要素や≉ᚩなど般にわたることだったので，�� の観点が出された（┿㸳）。ここで，「⥺対⛠」「対

角⥺」「ᖹ行」などの新しい⏝ㄒが出された。「対角⥺」と「ᖹ行」についてそれは何か㸽どࢇなことか㸽

という㉁問があがり，ここでᩍ⛉᭩を見ながら一ᩧに学⩦する間をとった。出された᮲௳を᳨証する

ため，ಶ人で観点をỴめㄪ，体でまとめていくことになった。

「ての角が ���r」を㑅ࢇだࢱカシは，Ⰽࠎな四角形を描き，それぞれの角度を り，をồめて，

どࢇな四角形にもᙜてはまると⤖論づけていた（┿㸴）。そのことを体で考えていった。

� �

また，ṇ方形から考えጞめたミズキは，図形をᑡしࡎつᗈࡆていき，どࢇな四角形にもᙜてはまるも

のは，㡬点・角・辺の᮲௳だけであると⤖論づけていた（┿㸵）。このような意見を出し合いながら考

えることで，「四角形」の構成要素と，そこにある≉ᚩによって✀㢮分けができるということを☜認した。

Ϻ ✀㢮について

図形の≉ᚩを考えるために⾲に⾲していく中で，「᮲௳にあてはまるか，あてはまらないか」という事

授業でのᯈ᭩

カシࢱ 㛗方形は，４つとも┤角なので ���rになる。他の四角形も描いて ってみたら，���rだった。対角⥺を１つ引いて୕角形にする

と┤角୕角形ができ，それは㊊すと ���rになる。それが，２つあるからやっࡥり ���rになった。

㹁� � � 他の四角形でも ってみたうかいい。

㹁� � � 自分で描いたのより，ᩍ⛉᭩にある四角形の方が，みࢇなで☜認できるࢇじࡷない。

㹁� � � ṇ☜に るのは㞴しいよ。ㄗᕪが出るから� � � � 㹁� � � それはしࡻうがない。� � �

㹒� � � どのくらいのㄗᕪならいいのかな㸽� � � � � � � 㹁� � � �r～�rࡄらいまで・・・。（それぞれにやってみる）

㹁� � � どれもだいたい ���rになる。ということは，四角形なら４つの角を㊊したらいつも ���rになるっていえる。

ղᤵᴗࡢᐇ㝿

┿㸳 ┿㸴

　また，正方形から考え始めたミズキは，図形を少しずつ広げていき，どんな四

角形にも当てはまるものは，頂点・角・辺の条件だけであると結論づけていた（写

真７）。このような意見を出し合いながら考えることで，「四角形」の構成要素と，

そこにある特徴によって種類分けができるということを確認した。

ⅲ種類について

　図形の特徴を考えるために表に表してい

く中で，「条件にあてはまるか，あてはまら

ないか」という事が話題になった。平行四

辺形と正方形について話題に上がった。「全

ての角が直角は，正方形は〇だけど，平行

四辺形でも〇の時があるのではないか，だ
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から×にはならない。」というアキラの発言で，「平行四辺

形は正方形か？正方形は平行四辺形か？」という疑問が出

された。子どもたちは，今までに出された観点に当てはま

るかを考えながら関係を明らかにしていった。「平行四辺形

は正方形ではないが，正方形は平行四辺形である」とした。

そこで，その関係を表した図（ベン図）を教師から紹介し，

その他の四角形の関係を明らかにしていった。（写真８）

ճࠉ⪃ᐹ

　今回の学習について，導入の 1時間目は，教師が提示した

課題から子どもたちが自分のイメージを伝えあう活動を通

して，「分かっているようだが明確ではないことを算数の

用語や定義で明らかにしていく」という数学的コミュニケーションが必要だということに気付くこと

ができた。また，テレビや教室のスピーカーなど具体的なものを見ながら，何処に目をつければいいか

という図形を見る視点を広げること，沢山出された条件について自分なりに調べたことを出し合いなが

ら，四角形を一般化したり，四角形の種類を整理・分類したりしていくこと，さらには，それぞれの四

角形の関係について１つの疑問から新たな問いを考え，包摂関係へと発展させていった学習の流れの中

で，対話が重要な役割を果たしていた。

　そこでは，単に対話と捉えるのではなく曖昧な理解を誰にでも伝わるように精選していくために「四

角い形」ではなく「四角形」と定義するために，具体と抽象を往還させていく時に表出していたものを

数学的コミュニケーションと捉えることができるのではないだろうか。

　また本実践では，「具体」と「抽象」の往還を大切にしてきた。導入では，身近な具体物や描画が子

どもにとっての具体であり，言葉が抽象となっていた。その間の曖昧さを埋めていくことが学習になっ

た。学習が進む中と，定義や性質として四角形が抽象化されていった。それを説明するために実際に作

図した図が具体となり活用されていく。そして，再度身近な具体物を測ったり，確かめたりする具体的

操作を通して，抽象概念を理解していく姿が「往還」していると見とった。しかし４年生の実態なのか，「分

かっていてもまだ腑に落ちない」という姿も見られた。他の学級で台形について考えていたとき，台形

は，「向かい合う１組の辺が平行である四角形」とまとめ，いろいろな台形を作図したり，探したりし

たが，「やっぱり台形は，これだな。」と等脚台形を示す姿があった。子ども曰く，「やっぱり落ち着く。」

とか，「向かい合う 1組の辺の長さが等しいも，入れておきたい」というのである。学習を行ってもなお，

図形に対しての感覚的なズレは残るのだろう。図形に対する子どもたちの思考過程が学年に応じてどう

変化していくのかさらに追究していきたい。本単元は，間をおいてはいるが現在も未完である。

㸱ࠉᚋ࡚ࡅྥ

　以上の２実践を改めてふり返ってみると，３年は「目的のために何が必要なのか」，「問題場面や状況

に適しているのか」と数学的コミュニケーションを活性化させながらよりよい計画を模索する姿があっ

た。一方で，４年では対象との対話から，一人ひとりがもつ四角形というイメージを共有し，一般化し

ていくために「自分たちは何を考えていかなければならないのか」，「その条件で本当に真と言えるのか・

ただ一つに決まるのか」と必要感に駆られて数学的コミュニケーションが展開されていった。どちらも，

数学的コミュニケーションを媒介として，自分（たち）にとっての課題とその手立て（見通し）が明確

になり , 学びや活動を自分事としていく子どもの姿があった。今後も実践を通して，『自分事の算数』

と数学的コミュニケーションのかかわりについて考察を深めていきたい。

（岡田紘・久下谷・倉次・冨田・野萩）

┿㸶
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